
4-1 具体的な取組　　　　　　　　　

　　取組１ 水源の適切な確保　　　　　　　　　　　　　

　　取組２ 導水施設の二重化・更新　

　　取組３ 浄水場（所）の更新・屋内化　　

　　取組４ 送水管のネットワーク化・更新　

　　取組５ 給水所の新設・拡充・更新等　　

　　取組６ 設備機器の更新　　　　　　　　　　

　　取組７ 水質対策　　　　　　　　　　

　　取組８ 貯水槽水道対策　　　　　　　

　　取組９ 取水・導水施設の耐震化　　　　

　　取組 10 浄水施設の耐震化　　　　　　

　　取組 11 配水池の耐震化　　　　　　　　　

　　取組 12 配水管の耐震化　　　　　　　　

　　取組 13 給水管の耐震化　　　　　　　　　　　

　　取組 14 自家発電設備の新設・増強　　　　

　　取組 15 風水害・降灰対策　　　　　　　　

　　取組 16 水道施設のバックアップ機能の確保　　

　　取組 17 浄水場や給水所等の維持管理に関する新技術の活用　

　　取組 18 管路の維持管理や水道工事に関する新技術の活用　

　　取組 19 新たな実験施設の開設　

4-2 施設整備目標　　　　
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3-1 基本事項　

　　  (1) 水道需要の見通し

　　　(2) 確保すべき施設能力

　　　(3) 予防保全型管理による施設の長寿命化

　　　(4) 施設の更新

　　　(5) 災害や事故への備え

　　　(6) 多摩地区水道の強靭化

　　　(7) 新技術の活用　

3-2 主要施策の方向性

　　　(1) 安全で高品質な水の安定供給

　　　(2) 様々な脅威への備え

　　　(3) 水道システムの高度化に向けた

　　　　　新技術の活用


